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１． 地震の概要と緊急地震速報の発表状況 

   平成 25 年４月 13 日 05 時 33 分、淡路島付近を震源とする M6.3、深さ 15km

の地震が発生し、兵庫県の淡路市で震度６弱、南あわじ市で震度５強を観

測したほか、近畿地方を中心に中部地方から九州地方にかけて、震度５弱

～１を観測しました（図１）。この地震において気象庁は、地震検知から 7.5

秒後の５時 33 分 27.9 秒に、兵庫県、香川県、徳島県、大阪府など２府 14

県に緊急地震速報を発表しました

（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 調査の概要 

 （１）調査目的 

   近畿・中国・四国地方の多くの地域では、今回の地震で初めて緊急地震

速報が発表されました。気象庁では、今後の緊急地震速報等の普及・啓発

活動に役立てることを目的として、緊急地震速報を発表した地域における

認知の状況と対応行動を緊急に調査しました。 

 

 

 

 

 

 

 

図２：緊急地震速報の発表地域と、緊急地震

速報の発表から強い揺れが到達する

までの時間（秒） 

図１：震度分布図 
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 （２）調査対象 

   今回の地震において、緊急地震速報を発表した２府 14 県に居住する 20

歳以上の男女。 

   ＜緊急地震速報を発表した府県＞ 
    大阪府、福井県、滋賀県、京都府、奈良県、和歌山県、三重県、鳥取県、 

    岡山県、兵庫県、広島県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、愛知県 

 

 （３）調査手法 

   インターネットリサーチパネルを対象とした、ＷＥＢによるクローズド

調査（本調査の実施においては、中森広道 日本大学文理学部教授のご協

力を頂きました） 
 

（４）サンプル数・割付 

   2,000 サンプル。 

   平成 22 年度国勢調査に基づく年齢、性別、居住地の分布割合に一致する

ように割付 

 

（５）調査期間 

   平成 25 年４月 19 日（金）～23 日（火） 

  

府県の色分けは、今回発表された 
地域における発表回数を示す 

：１回（初発表）  ：２回 
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３．調査結果 

（１）調査結果概要 

  本調査結果の概要としては、以下のとおりです。 

 

○これまで緊急地震速報を見たり聞いたりした経験が少ない今回の調査対象

地域の中でも、太平洋沿岸にあり南海トラフ沿いの巨大地震で特に大きな

地震・津波の被害が想定されている地域では、認知度が高くなっていまし

た。 

 

○緊急地震速報の認知度が高い層ほど、緊急地震速報を見たり聞いたりした

際に、より早い時点で「緊急地震速報」であることが認識できていました。 

 

○緊急地震速報を見聞きした人としていない人の対応行動を比較すると、緊

急地震速報を見聞きした人のほうが、情報収集や周りに知らせる等の事前

の対応行動をとる人が多く、何もしなかったと回答した人は少なくなって

いる反面、何をして良いかわからず、何も出来なかったとの回答も多くな

っています。 

 

○自由回答欄では、緊急地震速報そのものについての様々なご意見の他、携

帯電話について、何の音かわからなかったと言う意見や自分の携帯が鳴ら

なかったという意見が目立ちました。 

 

以上の結果などから、緊急地震速報についての認識を深めることにより、

緊急地震速報が発表された場合に迅速に認知し、迅速な対応行動をとること

ができる可能性が高いこと、一方で、緊急地震速報を見聞きしたときや地震

時の適切な対応行動については、まだまだ認識を高めていくことが必要であ

ることが確認されました。 

気象庁では、地震による被害軽減を図るため、より一層、緊急地震速報の

特性や、緊急地震速報を見聞きした時や地震発生時の適切な対応行動等につ

いて、普及・啓発活動を積極的に進めていきたいと考えています。 

 

そのほかの調査結果については、次項以降に示します。 
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（２）調査結果 

集計結果から、緊急地震速報に関する施策に関係が深いと考えられる分析

内容の概要は以下のとおりです。 

 

○認知度 

・緊急地震速報を見たり聞いたりした経験が少ない地域での調査であったに

もかかわらず、多くの人(81.5％)が緊急地震速報を認知していました。 

 

 
 

・これまで緊急地震速報を見たり聞いたりした経験が少ない今回の調査対象

地域の中でも、太平洋沿岸にあり南海トラフ沿いの巨大地震で特に大きな

地震・津波の被害が想定されている徳島県、和歌山県、高知県、三重県な

どでは「よく知っていて、ある程度の説明もできた」「詳しくないが、名前

は知っていた」と回答した割合が高くなっていました。 

 

・過去に緊急地震速報が１回発表されたことがある６県と、発表されたこと

がないその他の府県では、傾向に大きな違いは確認できませんでした。 

 
（参考）今回の調査対象地域における過去の緊急地震速報（警報）発表履歴 

 ・福井県、愛知県、三重県、滋賀県・・・１回発表 

   － 平成 23 年 3 月 14 日 15 時 52 分 福島県沖の地震（最大震度４） 

   － 上記４県ではいずれも震度１以上の観測なし 

 ・和歌山県・・・１回発表 

   － 平成 23 年 7 月 5日 19 時 18 分 和歌山県北部の地震（最大震度５強） 

   － 和歌山県内で最大震度５強を観測 

 ・広島県・・・１回発表 

   － 平成 23 年 11 月 21 日 19 時 16 分 広島県北部の地震（最大震度５弱） 

   － 広島県内で最大震度５弱を観測 

 ・上記以外の府県・・・過去に発表なし（今回が初めての発表） 

 

 

30.5% 51.0% 15.7% 2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（n=2000）

よく知っていて、ある程度の

説明もできた
詳しくないが、名前は知っていた

なんとなく聞いたことが

あったが、詳しくは

わからなかった

聞いたこと

もなかった
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34.2%

34.7%

47.8%

25.7%

26.9%

25.1%

27.9%

40.0%

27.7%

39.3%

34.0%

28.8%

50.0%

36.2%

13.0%

31.4%

42.1%

50.1%

40.0%

52.9%

56.2%

54.0%

50.7%

40.0%

61.7%

42.9%

42.6%

52.5%

39.5%

42.6%

68.1%

57.1%

21.1%

13.3%

12.2%

15.7%

13.1%

18.2%

16.8%

18.6%

8.5%

17.9%

19.1%

15.1%

10.5%

21.3%

13.0%

11.4%

2.6%

1.9%

0.0%

5.7%

3.8%

2.7%

4.6%

1.4%

2.1%

0.0%

4.3%

3.6%

0.0%

0.0%

5.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福井県
(n=38)

愛知県
(n=375)

三重県
(n=90)

滋賀県
(n=70)

京都府
(n=130)

大阪府
(n=450)

兵庫県
(n=280)

奈良県
(n=80)

和歌山県
(n=47)

鳥取県
(n=28)

岡山県
(n=94)

広島県
(n=139)

徳島県
(n=38)

香川県
(n=47)

愛媛県
(n=69)

高知県
(n=35)

よく知っていて、ある程

度の説明もできた

詳しくないが、名前は

知っていた

なんとなく聞いたことが

あったが、詳しくはわか

らなかった

聞いたこともなかった

緊急地震速報を

発表したことが

ある府県 
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○認知度と行動 

・緊急地震速報を見聞きした人に、どの時点で緊急地震速報であることが確

認できたかを聞いたところ、緊急地震速報の認知度が高い層ほど、より早

い時点で「緊急地震速報」であることが認識できていました。 

 

 

  

49.8%

33.5%

18.2%

17.4%

24.0%

29.3%

27.3%

43.5%

15.3%

21.9%

23.3%

21.7%

9.4%

11.9%

26.1%

17.4%

0.4%

0.9%

0.6%

0.0%

1.1%

2.6%

4.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく知っていて、ある程度の説明もできた
(n=470)

詳しくないが、名前は知っていた
(n=704)

なんとなく聞いたことがあったが、

詳しくはわからなかった
(n=176)

聞いたこともなかった
(n=23)

音や映像ですぐにわかった

緊急地震速報という言葉を見

たり聞いたりしてわかった

揺れを感じてわかった

地震の後でわかった

その他

わからなかった

緊急地震速報を

見聞きした人
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○緊急地震速報の有無と行動 

・緊急地震速報を見聞きした人の対応行動の特徴を見てみると、テレビやラ

ジオで情報を得ようとした、身構えたという人が多く、家族や周りの人に

知らせた、小さい子供などを保護したという回答も一定数見られます。 

 

・同様に緊急地震速報を見聞きしていない人の対応行動の特徴を見てみると、

何もしなかったという回答が一番多くなっています。 

 

・２つのグラフを単純に比較することはできませんが、見聞きした人のほう

が情報収集や周りに知らせる等の事前の対応行動をとる人が多く、何もし

なかったという人は少なくなっています。ただ、何をしてよいのかわから

ず、何も出来なかったとの回答も相対的に多くなっています。 

46.8%

26.9%

3.6%

8.9%

2.0%

2.2%

0.4%

1.2%

7.3%

6.3%

2.5%

2.4%

0.4%

0.2%

0.1%

17.7%

17.6%

9.5%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

テレビやラジオで地震の情報を知ろうとした

身構えた

その場で頭等を保護した

布団をかぶった

家具を抑えた

家具から離れた

テーブルの下などに避難した

火の始末をした

家族や周りの人に地震が来ることを知らせた

小さい子どもや老人・病人などを保護した

戸、窓を開けた

居た部屋から出た

家や建物の外に出ようとした

家や建物の外に出た

車・バイクを止めた

様子をみた

何もしなかった

何をしてよいのかわからず、何もできなかった

その他

見聞きした人の「何もしなかった」の内訳は、

・何のことかわからず、何もしなかった 5.9％

・自分には関係ないと思い、何もしなかった 2.4％

・揺れに間に合わなかったので何もしなかった 9.5％

（複数回答あり）

（複数回答）

緊急地震速報を

見聞きした人が、

緊急地震速報に

気づいてから何を

したか

（n=1373）

19.0%

20.3%

2.7%

8.7%
1.8%

1.4%

1.1%

1.6%

1.8%

2.4%

2.5%

1.6%

0.9%

0.5%

0.0%

22.6%

38.3%

2.2%

11.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

テレビやラジオで地震の情報を知ろうとした

身構えた

その場で頭等を保護した

布団をかぶった

家具を抑えた

家具から離れた

テーブルの下などに避難した

火の始末をした

家族や周りの人に地震が来ることを知らせた

小さい子どもや老人・病人などを保護した

戸、窓を開けた

居た部屋から出た

家や建物の外に出ようとした

家や建物の外に出た

車・バイクを止めた

様子をみた

何もしなかった

何をしてよいのかわからず、何もできなかった

その他
（複数回答）

緊急地震速報を

見聞きしなかった

人が、揺れが収

まるまでの間に

何をしたか

（n=553）
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○受信手段 

・緊急地震速報を見聞きした人に、最初に受信した手段を聞いたところ、携

帯電話（スマートフォンを含む）で見聞きした人が一番多く（73.9％）、次

いでテレビ（17.6％）、防災行政無線（2.8％）などとなっています。 

 

・緊急地震速報を最初に見聞きした主な２つの手段（携帯電話、テレビ）に

ついて、緊急地震速報を見聞きした時に感じたことを聞いたところ、いず

れも半数近くが「地震が来ると思った」と回答しています。また、携帯電

話で見聞きした人は、テレビに比べて「何かわからなかった（なんだろう

と思った）」と回答している割合が多くなっています。

 

17.6%

1.5%

73.9%
2.8%

0.7%

1.5%

1.0%

0.4%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

テレビ

ラジオ

携帯電話（スマートフォンを含む）

防災無線

専用受信機

パソコン・タブレット

（インターネットを経由したソフトウェア）

家族に聞いた

その他

わからない

(n=1373)

緊急地震速報を

見聞きした人

45.3%

4.4%

2.9%

34.7%

4.3%

11.3%

18.3%

3.5%

2.8%

5.1%

2.6%

9.5%

13.8%

8.1%

48.1%

2.5%

1.2%

14.5%

1.7%

12.4%

19.5%

2.9%

3.3%

5.4%

5.4%

9.1%

18.7%

8.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

地震が来ると思った

何かの間違いと思った

機械が壊れたと思った

何かわからなかった（なんだろうと思った）

頭の中が真っ白になった

落ち着こうと思った

恐怖を感じた

命の危険を感じた

怪我の心配をした

建物が崩れるかと思った

不快に思った

何かしなければならないと思った

何をしてよいかわからなかった

その他

緊急地震速報を携

帯電話（スマート

フォンを含む）で最

初に見聞きした
(n=1014)

緊急地震速報をテ

レビで最初に見聞

きした

(n=241)

（複数回答）



 9 / 11 

○緊急地震速報受信時の気持ちと認知度 

・緊急地震速報を見聞きした時に感じたことを緊急地震速報の認知度ごとに

まとめたところ、緊急地震速報についてよく知っている人ほど「地震が来

ると思った」「落ち着こうと思った」という回答が多くなっていました。逆

に、緊急地震速報についてあまり知らない人ほど「何かわからなかった（な

んだろうと思った）」「何をしてよいかわからなかった」という回答が多く

なっていました。 

 

 

  

57.9%

20.6%

16.2%

17.4%

10.6%

10.4%

42.9%

31.6%

10.5%

19.8%

10.1%

15.6%

28.2%

46.6%

4.6%

14.4%

4.6%

23.0%

21.7%

47.8%

8.7%

13.0%

8.7%

30.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

地震が来ると思った

何かの間違いと思った

機械が壊れたと思った

何かわからなかった

（なんだろうと思った）

頭の中が真っ白になった

落ち着こうと思った

恐怖を感じた

命の危険を感じた

怪我の心配をした

建物が崩れるかと思った

不快に思った

何かしなければならないと思った

何をしてよいかわからなかった

その他

よく知っていて、あ

る程度の説明もで

きた

(n=470)

詳しくないが、名前

は知っていた
(n=706)

なんとなく聞いたこ

とがあったが、詳し

くはわからなかった

(n=174)

聞いたこともなかっ

た
(n=23)

緊急地震速報を

見聞きした人

（複数回答）
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○緊急地震速報の有用性 

・緊急地震速報がどの程度役に立つと思うか聞いたところ、「非常に役に立つ

と思う」「ある程度役に立つと思う」という回答が合わせて全体の約８割と

なっています。 

 

 

・緊急地震速報を見聞きした人について、緊急地震速報を見たり聞いたりし

たタイミングと、緊急地震速報の有用性に関する印象との相関をみると、

緊急地震速報を強い揺れの最中や揺れが終わった後に見聞きした人では、

揺れが来る前に見聞きした人よりも緊急地震速報の有用性について相対的

に評価が低くなっていますが、それでも 75％以上の人が緊急地震速報は役

に立つと思うと回答しています。 

 

 

  

28.1% 51.7% 16.8% 3.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

（n=2000）

非常に役に立つと思う ある程度役に立つと思う
あまり役に

立たないと思う

役に立た

ないと思う

44.6%

38.5%

26.5%

20.4%

49.2%

50.7%

51.4%

56.2%

5.5%

6.8%

19.9%

19.6%

0.8%

3.9%

2.2%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

揺れが来る前に

見聞きした

(n=659)

弱い揺れの最中に

見聞きした

(n=205)

強い揺れの最中に

見聞きした

(n=181)

揺れが終わった後

に見聞きした

(n=235)

非常に役に立つと思う

ある程度役に立つと思う

あまり役に立たないと思う

まったく役に立たないと思う

緊急地震速報を

見聞きした人
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○緊急地震速報の発表方法 

・緊急地震速報の発表方法についてどう思うかを聞いたところ、「はずれても

よいので積極的に発表したほうがよいと思う」という回答が 71.4％、「は

ずれては困るので、もっと慎重に発表してほしいと思う」という回答が

14.0％となっています。 

 

 

 

○まとめ 

緊急地震速報について認識を深めることにより、緊急地震速報が発表され

た場合にいち早く認識し、迅速な対応行動をとることができる可能性が高い

ことがわかりました。 

一方で、緊急地震速報を見聞きしたときや地震時の適切な対応行動につい

ては、せっかく緊急地震速報を受けても何をやって良いかわからない人が多

いなど、一層の普及・啓発活動の重要性が再確認されました。 

気象庁では、地震による被害軽減を図るため、より一層、緊急地震速報の

特性や、緊急地震速報を見聞きした時や地震発生時の適切な対応行動等につ

いて、普及・啓発活動を積極的に進めていきたいと考えています。 

 

71.4% 14.0%

0.8%
0.4%

9.4% 4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（n=2000）

はずれてもよいので積極的に発表したほうがよいと思う はずれては困るので、もっと

慎重に発表してほしいと思う

防災機関だけに発表して、一般の

人には発表しないでほしい

誰にも発表しな

いでほしいと思う

わからない その他


